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第 1 部 家庭支援センターの概要 

 

１ 主な業務と根拠法 

・児童に関する相談、一時保護等 

 

  児童福祉法による児童相談所の業務 

  (設置根拠：法第12条） 

・女性に関する相談 

・一時保護、女性自立支援施設（総合センターのみ） 

困難な問題を抱える女性への支援に

関する法律による女性相談支援センタ

ーの業務  (設置根拠：法第９条） 

・配偶者暴力相談支援センター 

 

  配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護等に関する法律による業務  

(設置根拠：法第３条） 

・身体障害者に関する相談等（総合センターのみ） 

 

  身体障害者福祉法による身体障害者

更生相談所の業務     

(設置根拠：法第11条） 

・知的障害者に関する相談等（総合センターのみ） 

 

  知的障害者福祉法による知的障害者

更生相談所の業務   

  (設置根拠：法第12条） 

・ひきこもりに関する相談（総合センターのみ） 

・児童虐待･ＤＶ被害者支援（総合センターのみ） 

・非行少年等の立ち直り支援（総合センターのみ） 

・その他複合した問題や幅広い家庭問題に関してワン

ストップで相談 

 

 

 

 

 

２ 組織体制 

 ＜家庭支援総合センター＞ 

総務・一時保護係
副 所 長

（総務課長）
総 務 課

女性相談係

こども相談対応係

立ち直り・
ひきこもり支援係

所　長 総合相談係

判定指導係

副 所 長
（相談・判定課長）

相談・判定課
育成支援係

障害相談係
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＜南部家庭支援センター＞（宇治児童相談所） 

総 務 課

所　長
育成支援係

相談対応係

副 所 長
（総務課長）

育成支援係

判定指導係

判定指導係

相談・判定課

支所長
相談対応係

 

 

 

 

 

 

 

＜北部家庭支援センター＞（福知山児童相談所） 

相談対応係

判定指導係

総 務 課

所　長
副 所 長

（総務課長）
育成支援係

相談・判定課
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３ 業務内容 

＜家庭支援総合センター＞ 

  (1) 総合相談 
 
       家庭内で起こる様々な問題について、相談に応じるとともに、相談内容に応じて専門相

談担当やその他の関係機関への橋渡しを実施 

 

  (2) 専門相談 
 
  ◇ 児童に関する相談業務等 
 

① 相  談 … 養護（児童虐待、保護者の死亡・失踪・病気等による養育困難、養子縁 

      組等）、保健、障害、非行、育成（性格行動、不登校、育児・しつけ） 

等に関する相談 

② 一時保護 … 必要に応じて子どもを家庭から離して一時的に保護 

③ 措置機能 … 児童福祉施設、指定医療機関、里親等に委託 

④ 市町村援助 … 市町村間の連絡調整、情報の提供、必要な援助 

 

   ◇ 女性に関する相談業務等 

    ① 相  談 … 日常生活や社会生活上の困難を抱える女性の相談（家庭関係の破綻や生

活の困窮に関する相談など）、配偶者からの暴力に関する相談等 

②  一時保護 … 緊急保護を要する場合や、自立支援のため一時的に保護。原則２週間 

     を必要に応じて延長 

      ③ 調査・判定 … 問題解決のための実態把握や必要に応じた医学的判定、心理学的判

定、カウンセリングを実施 

    ④ 助言・援助 … 福祉事務所等との連絡調整、助言･情報提供など自立に向けた援助 

 

   ◇  障害者に関する相談業務等 

① 相    談 … 身体障害者や知的障害者に関する福祉サービス、施設利用、補装具、

更生医療、障害程度区分、その他生活相談等 

② 判定 ･ 交付 … 補装具及び更生医療の医学的判定、療育手帳に伴う心理学的判定、

社会診断等、療育手帳の交付 

③ 地域生活支援 … 特別支援学校卒業時の進路相談、関係機関との連携と市町村・障害

者相談支援事業者・福祉サービス事業者への支援 

④ 地域リハビリテーションの推進及び関係機関とのネットワーク … 地域リハビリテー

ションに係る関係機関との連携、医療的ケアに係る施設等職員を対象

とした講座の開催等 

 

  ◇  ひきこもり相談 … 電話相談、面接相談、家族教室、ひきこもり相談・訪問支援「チー

ム絆」事業の実施 

 

  ◇  児童虐待・ＤＶ被害者支援 … 児童虐待、ＤＶ等の課題がある家庭を対象に寄り添い型

の支援を実施し、被害者等の地域生活を支援 
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  ◇  非行少年等立ち直り支援 … 支援コーディネーターを中心に、学校、警察、家庭裁判所

等関係機関と連携し、支援プログラムを作成・実施 

 

 (3) 企画調整機能 
 
     福祉相談の中核機関として、南･北家庭支援センターと連携し、府内全域に対応 

①  家庭問題等困難事案対応サポート事業（平成 22年度から） 

複雑・多様化する家庭問題に対応するため、弁護士や医師、臨床心理士等からなる専門

家チームを編成し、困難案件等の対応にあたりこれら様々な分野の有識者から専門的な

助言を得ることで専門的対応力を強化 

令和 元年度  15回   令和 ２年度  11回    令和 ３年度 11回 

令和 ４年度   6回    令和 ５年度   ８回    令和 ６年度 ４回 

 

    ② 児童虐待・ＤＶ被害者支援チーム（平成 25年度から） 

児童養護施設退所児童の円滑な家庭復帰を目指し、居場所づくり等を実施  

詳細は、第 7部参照 

     

③  児童虐待防止アドバイザー市町村支援事業（平成 24年度から） 

           地域における児童虐待防止対策の充実強化を図るため市町村に対し助言を行うととも

に外部有識者を派遣 

       令和 元年度 32回  令和 ２年度 28回    令和 ３年度 17回 

        令和 ４年度  29回  令和 ５年度 23回  令和 ６年度 25回 

 

④ 法律相談事業（平成 25年度から） 

      ＤＶ被害相談をはじめとして複雑化する家庭問題に関する相談に対する法的解決力を

強化するため弁護士による法律相談を実施し、ワンストップの支援を拡充 

        令和 元年度 72回    令和 ２年度  64回    令和 ３年度 53回 

令和 ４年度 55回  令和 ５年度 56回    令和 ６年度  54回 

     

 ⑤ 里親委託の推進 

   里親登録の拡大、委託の推進をめざし里親制度の普及啓発のため広報活動を実施する

とともに、里親登録希望者等への研修等も開催、児相間の里親委託に関する調整、ホー

ムステイ里親の登録台帳管理を行う。 

 

      ⑥ 人材育成・対応力強化 

      児童虐待、ＤＶなど複雑・多様化する家庭問題への対応力を強化するため、府職員を

はじめ、市町村等行政機関、関係施設、相談機関、その他支援団体等職員を対象に研修

会を開催。詳細は、９「研修の実施状況」参照 

児童関係：市町村児童相談担当職員研修、児童福祉施設職員に対する研修 

     女性関係：ＤＶ被害者支援専門研修、府内女性相談担当職員研修 

障害関係：市町村障害相談担当職員研修 

ひきこもり関係：ひきこもり支援従事者研修 
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 (4) 広報・啓発  

      ・「配偶者暴力相談支援センター通信」の発行 

      ・ センター・ホームページ 

http://www.pref.kyoto.jp/kateisien-sogo/index.html 

 

＜南部家庭支援センター及び北部家庭支援センター＞ 

（宇治児童相談所及び福知山児童相談所） 
 

(1) 総合相談 
 
       総合センターの項に同じ 

 

  (2) 専門相談 
 
  ◇ 児童に関する相談業務等 
 

  総合センターの項に同じ 

 

   ◇ 女性に関する相談業務等 

    ① 相  談 … 日常生活や社会生活上の困難を抱える女性の相談（家庭関係の破綻や生

活の困窮に関する相談など）、配偶者からの暴力に関する相談等 

      ② 助言・援助 … 福祉事務所等との連絡調整、助言･情報提供など自立に向けた援助 

 

４ 相談体制 

＜家庭支援総合センター＞ 

  (1) 来所相談 

    原則、平日の午前９時から午後５時 15 分の間に実施（要予約） 

 

  (2) 電話相談   

   ○ 児童虐待相談専用電話（☎１８９）２４時間対応 

 

     ○ ＤＶ相談専用電話        午前９時～午後８時   

                     その他の時間帯における緊急保護相談は、担当に連絡し対応 

 

     ○ ひきこもり相談専用電話       午前９時～午後４時（平日） 

           

 (3) 巡回相談等 

   ○  補装具相談     … 城陽相談室で毎週水曜日実施 

   ○ 身体障害者巡回相談  … 府内各市町村（概ね 40箇所）で実施 

     ○ 療育手帳巡回相談    …  北部家庭支援センター、特別支援学校等で実施 

   ○ ひきこもり出張面接相談、家族教室 …北部会場（府福知山総合庁舎＜福知山市＞） 

 

http://www.pref.kyoto.jp/kateisien-sogo/index.html
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＜南部家庭支援センター及び北部家庭支援センター＞ 

（宇治児童相談所及び福知山児童相談所） 
 

  (1) 来所相談 

    原則、平日の午前９時から午後５時 15 分の間に実施（要予約） 

 

  (2) 電話相談   

   ○ 児童虐待相談電話（☎１８９）  

総合センターの項に同じ。 

但し、平日の８時３０分から午後１０時以外の時間帯は、総合センターで受電 

  

     ○ ＤＶ相談専用電話       午前９時～午後５時 （平日）   
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５ 各家庭支援センターの概況 

 センター名  

 

 

区 分 

 

家庭支援総合ｾﾝﾀｰ 

宇治児童相談所 

（南部家庭支援センター） 

 

福知山児童相談所 

(北部家庭支援ｾﾝﾀー) 

 

 宇治児童相談所 

京田辺支所 

設置年月日 平成 22 年 4 月 1 日 昭和 62 年 4 月 17 日 平成 25 年 4 月 1 日 昭和 23 年 6 月 1 日 

所 在 地 

〒605-0862 

京都市東山区清水 

四丁目 185-１ 

〒611-0033 

宇治市大久保町 

井ノ尻 13-1 

〒611-0033 

京田辺市興戸 

小モ詰 18-1 

〒620-0881 

福知山市字堀小字 

内田 1939-1 

 
電話番号     

児童虐待専用      

ＤＶ専用 

ひきこもり専用 

075-531-9600 

075-531-9900 

075-531-9910 

075-531-5255 

0774-44-3340 

0774-44-3340 

0774-43-9911 

－ 

0774-68-5520 

0774-68-5520 

－ 

－ 

0773-22-3623 

0773-22-3623 

0773-22-9911 

－ 

ＦＡＸ番号 075-531-9610 0774-44-3371 0774-65-1500 0773-22-3746 

各 セ ン タ ー の 相 談 業 務 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担

当

地

域 

総合相談 全府域 全府域 － 全府域 

女性相談 全府域 全府域 － 全府域 

障害相談 
全府域 

（京都市除く） 
－ － － 

 

 

 

児童相談 

亀岡市、向日市 

長岡京市、南丹市  

乙訓郡（大山崎町） 

船井郡（京丹波町) 

 

宇治市、城陽市 

久世郡（久御山町） 

 

八幡市、京田辺市、

木津川市 

綴喜郡(井手町・ 

宇治田原町） 

相楽郡（笠置町・ 

和束町・精華町・ 

南山城村） 

福知山市、舞鶴市、 

綾部市、宮津市、 

京丹後市 

与謝郡(伊根町・ 

与謝野町) 

４市２町 ２市１町 ３市５町１村 ５市２町 

面積(合計) 

3,784.26k ㎡ 
1,177.15 k ㎡ 114.11 k ㎡ 406.84 k ㎡ 2,086.16 k ㎡ 

人口(合計) 

1,076,238 人 
278,759 人 259,758 人 278,083 人 259,638 人 

児童数(合計) 

    159,968 人 42,479 人 36,725 人 44,251 人 36,513 人 

 

 注１ 人口は、令和 7 年 4 月 1 日現在の推計人口(京都府企画統計課調) 

   ２  児童数は、令和 7 年 4 月 1 日（又は 3 月 31日）現在の 18 歳未満人口で各市町村集計人口  
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６ 児童に関する相談の所管区域図 

 

 

 

 

 

 

家庭支援総合センター 

（京都市を除く） 

宇治児童相談所 

（南部家庭支援センター） 

福知山児童相談所 

（北部家庭支援センター） 

（京田辺支所） 

（宇治本所） 
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７ 組織・人員

令和７年４月１日現在

所長 1 1 1 3

副所長 2 1 1 4

支所長 1 1

参事 3 3

課長 副所長兼務 副所長兼務 副所長兼務 0

総務 事務 2 1 2 5

児童指導員 7 4 2 13

心理判定員 1 1 1 3

課長 副所長兼務 1 1 2

総合相談係 3 児童福祉司兼務 育成支援係長兼務 3

 児童福祉司 9 9 10 8 36

相談員（発令未） 0

事務 1 1

 児童福祉司 6 7 5 6 24

相談員（発令未） 0

保健師 1 1

女性 相談係
主任相談員

相談員
6 6

身体・知的
障害者福祉司

3 3

理学療法士 1 1

事務 3 3

判定 指導係 心理判定員 8 8 8 8 32

4 4

61 33 24 30 148

6 2 1 9

1 1 1 3

1 1

3 3 2 8

2 1 1 4

1 1 2

4 4 3 3 14

6 2 2 10

1 1 1 3

1 1

6 6

1 1 2

3 3

9 1 0 10

10 10

1 1

3 3

2 2 4

2 2

小計 62 15 4 15 96

総計 123 48 28 45 244

　 ※未来っ子サポートチームの児童福祉司は相談対応係配属

　　　　

支援調整員

障害者福祉相談員

看護師

※宇治児童相談所・福知山児童相談所の相談判定課長は児童福祉司の資格保有者

立ち直り・ひきこもり支援
コーディネーター・相談員

里親委託推進員

社会生活自立応援
寄添い型家庭支援員

事務

用庁務・運転員

※未来っ子サポートチーム統括者：家庭支援総合センター　こども相談対応係長、
　　宇治児童相談所・福知山児童相談所　相談・判定課長、京田辺支所　相談対応係長

相
談
対
応
係

相
談
対
応
係

相
談
対
応
係

心理判定員

小計

会
計
年
度
任
用
職
員
等

精神科医

小児科医

内科医

児童指導員

保育士

調理員

虐待対応協力員

女性相談支援員

児童虐待・ＤＶ防止連携推進員

生活支援員

障害 相談係

総
務
課 一時

保護

相
談
・
判
定
課

育成支援係

立ち直り・ひきこもり支援係

こども相談
対応係

区分
家庭支援

総合センター

南部家庭支援センター 北部家庭
支援センター

（福知山
児童相談所）

計（宇治児童
相談所）

（宇治児童
相談所

京田辺支所）
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８ 沿革 

児童相談所 婦人相談所
身体障害者更生相談所、
知的障害者更生相談所

昭和23年１月
京都府立中央児童相談所・京都府立伏見児
童相談所設置

２月
要保護児童一時収容所京都府立伏見寮・京
都府立第二伏見寮設置

６月
京都府立舞鶴児童相談所・京都府立福知山
児童相談所設置

１２月 一時収容所を一時保護所と改名

昭和24年６月 舞鶴児童相談所に一時保護所舞鶴寮を併設

昭和25年４月
中央児童相談所・福知山児童相談所に、一
時保護所中央寮・福知山寮を併設

昭和27年10月
身体障害者福祉法に基づく相談所を京都府
教育庁庁舎（京都視上京区西洞院下立売）
に設置

昭和28年４月 京都府身体障害者更生相談所条例施行

昭和31年10月
売春防止法の公布（４月）を受け、京都府
婦人相談所設置（元婦人相談所所在地）

11月
京都市児童相談所の設置に伴い、京都府立
伏見児童相談所を廃止

京都府身体障害者福祉センターを設置（現
京都府立視力障害者福祉センター所在地）
し、内部に次の施設を設置
（１）身体障害者更生相談所　（２）肢体
不自由者更生施設　（３）失明者更生施設
（４）補装具制作施設　（５）身体障害者
更生病院

昭和32年５月 一時保護所を併設

12月
婦人保護施設「京都府立桃山婦人寮」京都
市伏見区に設置

昭和35年10月
京都府身体障害者福祉センターの内部組織
として相談課内に「知的障害者更生部門」
を配置

昭和39年４月
京都府身体障害者福祉センターを京都府立
身体障害者福祉センターに改称

昭和40年４月
京都府中央児童相談所・京都府舞鶴児童相
談所・京都府福知山児童相談所に改称

昭和45年８月 舞鶴児童相談所新築移転（舞鶴市倉谷へ）
京都府婦人相談所庁舎を新設、婦人保護施
設を併設（桃山婦人寮を廃止）

昭和46年９月
中央児童相談所新築移転（元京都児童相談
所所在地へ）

昭和56年４月 福知山児童相談所新築移転（現在地へ）

昭和57年６月

「身体障害者更生相談所部門」「「知的障
害者更生部門」が独立し、それぞれ「京都
府身体障害者更生相談所」（元身更相所在
地）、「京都府精神薄弱者更生相談所」
（元知更相所在地）を設置

昭和62年４月

中央児童相談所を、宇治児童相談所（中央
児相として新設）・京都児童相談所（旧中
央児童相談所の庁舎を使用）の二所に分
割、舞鶴児童相談所・福知山児童相談所を
福知山児童相談所に統合（これに伴い、舞
鶴児童相談所を廃止）。
各児童相談所に一時保護所を付設

平成６年７月
京都市精神薄弱更生相談所の設置に伴い、
京都市関係業務を同所に移管

平成11月４月
平成10年９月の法律改正に伴い、名称を
「京都府知的障害者更生相談所」に変更

平成14年４月
ＤＶ防止法の全面施行に伴いＤＶ支援セン
ター機能を付与。併せて、相談時間を拡大

平成22年４月

５月

平成23年４月

平成24年４月

平成25年４月

平成２７年４月

平成２９年４月 「脱ひきこもり支援センター」を家庭支援総合センター内に設置。ひきこもりの実態把握から社会適応、自立までを一体的に支援

京都府家庭支援総合センターの設置
・京都児童相談所、婦人相談所、身体障害者更生相談所、知的障害者更生相談所を統合
・中央児童相談所機能を宇治児童相談所から家庭支援総合センターに移管

・宇治児童相談所、福知山児童相談所に総合相談機能及び女性相談（ＤＶ支援センター）機能を新設し、それぞれ、「南部家庭支
援センター」、「北部家庭支援センター」と位置づけ
・これに伴い、家庭支援総合センターを家庭支援センターの中央機関とする。
・京都府精神保健福祉総合センターからひきこもり相談を移管

ひきこもり「チーム絆」が、青少年課から家庭支援総合センターに移管。ひきこもり相談の充実を図る。

青少年課の「立ち直り支援チーム（愛称：ユース・アシスト）」を家庭支援総合センターに設置。非行少年等の立ち直りを支援

・宇治児童相談所（南部家庭支援センター）京田辺支所を開設。府南部地域における児童相談体制の充実を図る。
・「児童虐待・ＤＶ被害者支援チーム」を家庭支援総合センターに設置。被虐待者（児）及びＤＶ被害者の着実な地域生活を支援

「里親委託推進員」を家庭支援総合センターに配置。里親登録の拡大、委託の推進を図る。
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９ 研修の実施状況 

 

(１) 市町村職員・関係機関職員等に対する研修

　ア　児童部門

研  修  名  称 対　　象 講　　師 主  な  内  容 回数 参加者数

市町村児童相談担当職員等研修会
（家庭支援総合センター）

市町村
甲南女子大学　人間科学部心
理学科　浅野恭子准教授

市町村児童福祉担当職員に必要な基礎知識の習得と情

報交換 1 21

市町村児童相談担当職員受け入れ研修
（家庭支援総合センター）

市町村
市町村児童福祉担当職員に必要な基礎知識の習得

(児童相談所の判定援助方針会議、サポートチーム会議

への参加）
12 14

市町村児童相談担当職員等研修会
(宇治児童相談所・支所)

市町村
子どもの虹情報研修センター
中垣真通　研修部長

市町村児童福祉担当職員に必要な基礎知識の習得と情

報交換 1 67

市町村児童相談担当職員受け入れ研修
(宇治児童相談所・支所)

市町村
市町村児童福祉担当職員に必要な基礎知識の習得

(児童相談所の判定援助方針会議、サポートチーム会議

への参加）
15 31

市町村児童相談担当職員等研修会
市町村児童相談担当職員受け入れ研修
(福知山児童相談所)

市町村
奈良市子どもセンター
課長補佐　岡本　あい氏

市町村児童福祉担当職員に必要な基礎知識の習得と情

報交換　(研修実施、児童相談所の判定援助方針会議、

サポートチーム会議への参加）
7 36

市町村等児童福祉専門職員育成研修
（兼京都府児童福祉司任用資格認定講習）

市町村 西南学院大学安部教授他
市町村児童福祉担当職員に必要な専門知識の習得

（京都府児童福祉司任用資格認定講習を兼ねる）
10 36

児童福祉司任用前講習会 市町村 西南学院大学安部教授他 児童福祉司の任用前に必要な基礎知識の習得 10 10

要保護児童対策調整機関の調整担当者
研修

市町村 西南学院大学安部教授他 要対協職員に必要な基礎知識の習得 10 223

児童福祉司任用後研修 市町村
NPO法人児童虐待防止協会
津崎哲朗理事長他

児童福祉司に必要な基礎知識の習得 8 39

オレンジプログラム・インストラクター養成
研修（旧ＣＳＰトレーナー養成研修）

市町村
児童養護施設

ＮＰＯ法人子ども家庭サポート
センターちば
本多センター長

市町村児童福祉担当職員に必要な専門知識の習得

（ＣＳＰトレーナーの養成） 2 19

ＲＩＦＣＲ（リフカー）研修
市町村
（養護教諭含）

ＮＰＯ法人チャイルドファースト
ジャパン　トレーナー

市町村児童福祉担当職員に必要な専門知識の習得 1 38

児童福祉施設、センター職員との交流会
児童福祉施設
センター

未実施

　イ　女性部門

研  修  名  称 対　　象 講　　師 主  な  内  容 回数 参加者数

ＤＶ被害者支援専門研修
市町村
関係機関

京都府警サイバー対策本部サ
イバー企画課係長

京都府におけるＤＶ被害者支援について

SNSの基礎知識とトラブルについて

児童虐待とDVについて
3 143

府内配偶者暴力相談支援センター担当
職員会議

市町村
関係機関

センター職員
検討課題

困難な問題を抱える女性への支援に関する京都府基本

計画についてほか
2 35

府内女性相談担当職員研修
市町村
関係機関

（株）ウィメンズカウンセリング
京都　代表取締役　竹之下
雅代

アサーティブなコミュニケーションについて～安心安全な

関係のために

家庭支援総合センター女性相談の支援状況等について
1 23

　ウ　 障害部門

研  修  名  称 対　　象 講　　師 主  な  内  容 回数 参加者数

市町村障害福祉事務職員研修（応用編）
市町村
関係機関

障害グループ職員 障害相談に関する応用的な知識・技術の修得 1 18

市町村障害福祉事務職員研修（基礎編）
市町村
関係機関

障害グループ職員 障害福祉に関する基礎的な知識の習得 1 35

ひきこもり支援対応強化研修（基礎編）
市町村
関係機関

ひきこもり当事者家族、脱ひき
こもり支援センター職員

ひきこもりに関する基礎知識習得、対応力強化 2 58

ひきこもり支援対応強化研修（実践編）
市町村
関係機関

ひきこもり当事者家族、脱ひき
こもり支援センター職員

ひきこもりに関する知識、支援方法等、相談対応力の強
化。グループワークを実施。 2 38

ひきこもり支援対応強化研修（市町村職
員意見交換会）

市町村
関係機関 脱ひきこもり支援センター職員 ひきこもり支援に関する国・府の取組紹介、意見交換等 1 45

医療的ケアを必要とする障害児者の支
援に関する研修会

市町村
関係機関

南京都病院
医療的ケアを要する障害児（者）の生活を快適で活動性を
高めるためのシーティング

及び皮膚トラブルの対応と予防
1 65

オンラインのみ

医療的ケア看護職員実地研修 関係機関
南京都病院

花ノ木医療福祉センター

医療的ケアの要する重症心障害児（者）の病態や日常生

活援助の実際を学ぶ
3

講義のみ

　13
講義＋実地

  11

（令和６年度実績）
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（２）　全体部門職員研修

　ア　児童部門

研　修　名　称 講　　　師 主　な　内　容 回数 参加者数
（延べ人数）

新任児童福祉司研修 各児童相談所課長・係長等 業務遂行に必要な基礎的知識の習得 4 52

児童福祉司会議
児童心理治療施設みらい　衣斐　哲
臣施設長、各児童相談所係長・児童
福祉司等

児童福祉司相互の情報交換と今日的専門知見の習得 2 100

一時保護担当者会議
宇治児童相談所長、各児童相談所課
長補佐等

一時保護職員の今日的専門知見及び実務向上へのスキ

ルの取得
4 33

一時保護宿日直員研修 課長補佐、一保心理担当等
一時保護宿日直職員の今日的専門知見及び実務向上へ

のスキルの取得
9 262

児童福祉施設実習 各施設職員
施設業務を体験し、施設への理解や連携を深め職員の専

門性の向上を図る 15 15

市町村等児童福祉専門職員育成研
修（兼京都府児童福祉司任用資格認定講習）

西南学院大学安部教授他
市町村児童福祉担当職員に必要な専門知識の習得

（京都府児童福祉司任用資格認定講習を兼ねる）
10 46

児童福祉司任用前講習会 西南学院大学安部教授他 児童福祉司の任用前に必要な基礎知識の習得 10 10

相談援助職員スキルアップ研修 大阪大学大学院　野坂教授他 相談援助職員の専門性の向上と相談体制の充実 3 102

児童福祉司任用後研修
NPO法人児童虐待防止協会津崎哲
朗理事長他

児童福祉司に必要な専門知識の習得 8 81

児童福祉司ステップアップ研修 そだちと臨床研究会川畑　隆氏他 中堅児童福祉司の専門性の向上と相談体制の充実 6 33

　イ　女性部門

研　修　名　称 講　　　師 主　な　内　容 回数 参加者数
（延べ人数）

所内職員研修 平木久代　精神科嘱託医
ケース検討型研修

困難な相談ケースへの対応について　ほか 6 50

　ウ　判定指導部門

研　修　名　称 講　　　師 主　な　内　容 回数 参加者数
（延べ人数）

新任心理判定員研修 判定指導係長等 業務遂行に必要な基礎的知識の習得 4 8

若手心理判定員研修 判定指導係長等 面接技術向上（面接について振り返り、理解を深める） 各２ 24

中堅心理判定員研修 カンファレンス形式
面接技術向上（一定の実務経験に基づき、議論を行い、よ

り一層の専門性向上を目指す） 1 13

心理テストカンファレンス カンファレンス形式
ケース事例に基づく心理検査データの分析と統合的な見立

ての質的向上を図る 4 116

心理判定員会議

上野　一彦
（東京学芸大学　名誉教授）

浅野　恭子
（甲南女子大学　准教授）

心理技術職員相互の情報交換と今日的専門知見の習得 2 58

会計年度任用職員研修 カンファレンス形式
主に障害相談を担当する会計年度任用職員（心理判定員）

の心理診断の技術向上を図る 4 48

エ その他（課題別研修等）

研　修　名　称 講　　　師 主　な　内　容 回数 参加者数
（延べ人数）

新任職員研修 グループリーダー等 センター業務概要及び各専門部門概要 1 29

性的虐待対応ガイドライン研修（基礎
編・応用編）

愛育研究所　客員研究員

山本恒雄

児童相談所における性的虐待対応ガイドライン２０１１年度

版に関する定義、特徴、対応等について
1 33

初期被害調査面接研修（基礎編・応
用編）

愛育研究所　客員研究員

山本恒雄
虐待通告後の初期対応に関する面接技法の習得 1 26

司法面接研修（事実確認面接研修）
国立研究開発法人　理化学研究所　理

事　　仲 真紀子
法的立証性のある事実確認面接技法習得 2 10

司法面接技術向上研修
国立研究開発法人　理化学研究所　理

事　　仲 真紀子

司法面接に関わった職員が、自らの面接や対応を振り返

り、さらなる面接技術や対応技術の向上を図る。 1 22

子どもの虹情報研修センター等への
派遣研修

各研修機関講師 実務遂行能力の向上に向けたスキルの研鑽 随時 年間約２5名

（令和６年度実績）
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第２部 総合相談の業務 

１ 業務内容 

（1）業務概要 

核家族化や都市化の進行で人間関係が希薄化し、児童虐待やＤＶ、障害、ひきこもり

など家庭での悩みを抱える方の増加に伴い、こうした家庭を取り巻く、複雑・多様化す

る様々な問題に総合的かつワンストップで対応するため、総合相談では、相談内容をお

聴きしながら、課題の整理や仕分けを一緒に考え、当センター内の専門スタッフや他の

専門機関への橋渡し、情報提供、アドバイス等を行っている。 

 

（2）総合相談の概念図 
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２ 業務実績 

（1）相談の特徴 

 

【家庭支援総合センター】 

 総合相談受付件数は 115件、この内 91件(79.1％）が電話による相談である。 

   なお、当センターの専門相談係への相談については、専門相談係へ繋ぐ扱いとし

ているため、原則、総合相談件数として計上していない。 

  

・  主な相談者の地域分布 

 京都市内の居住者や関係機関からの相談 56件(48.7％) 

  南部家庭支援センター管内の居住者や関係機関からの相談 15件(13.0％) 

 

・  主な相談者の内容 

 家庭内不和等に関する相談  59件(51.3％) 

 こどもに関する相談  12件(10.4％） 

  

  ・  主な相談者の内訳 

 男性からの相談 86件(74.8％） 

女性からの相談  29件(25.2％） 

 

【南部家庭支援センター】 

 総合相談受付件数は 339件、この内 333件(98.2％）が電話による相談である。 

   なお、女性（ＤＶ）相談はこども（虐待）を内包している相談が多く、女性相談

支援員と虐待対応チームとの所内コンサルテーション対応。 

 

・  主な相談者の地域分布 

 宇治市 105件(31.0％) 

 木津川市  56件(16.5％) 

 八幡市 44件(13.0％) 

  

・  主な相談の内容 

 こどもに関する相談 261件(77.0％) 

 

・  主な相談者の内訳 

 女性からの相談 226件(66.7％） 

 男性からの相談（不明１０含む） 113件(33.3％） 

                                                               

【北部家庭支援センター】 

総合相談受付件数は180件、この内177件（98.3％）が電話による相談。 

 地域的には、福知山、舞鶴市内からの相談が約５割を占め、綾部市、京丹後市からの相

談がそれに次ぎ、制度の情報提供や他機関紹介、助言が件数の約５割を占めている。 
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・  主な相談者の地域分布 

 福知山市 46件(25.6％) 

 舞鶴市  39件(21.7％) 

  綾部市 23件(12.8％) 

 ・  主な相談の内容 

 こどもに関する相談 121件(67.2％) 

 障害に関する相談 11件(6.1％) 

  

  ・  主な相談者の内訳 

女性からの相談  91件(50.6％） 

 男性からの相談（不明１０含む） 89件(49.4％） 

（2）相談処理分類と対応時間             （R６年４月～R７年３月：件数） 

 

６０分

未満

６０分

以上

６０分

未満

６０分

以上

６０分

未満

６０分

以上

カウンセリング
（継続・終結）

216 209 7 4 4
・相談者からの話を傾

聴、心理的援助

他機関紹介 15 15 31 29 2 30 30

・警察署、精神保健福祉

総合センター、生活困窮

者相談窓口、法テラス京

都、市町村担当課、京都

いのちの電話、市子ども

総合相談センター、小学

校、障害者相談センター

他

他機関紹介
(京都市機関）

7 7 1 1

・市児相、よりそい・つな

ぐ相談窓口、こころの健

康増進センター、区役

所、市社協、聴覚言語障

害センター他

アドバイス 30 27 3 12 12
・相談者からの話を聴

き、助言

情報提供 3 3 38 37 1 40 39 1

・｢○○は、どこか？｣と

いった問い合わせ対応

など、相談者からの話

を傾聴したうえで、関係

機関の施策や制度等

の情報提供。（問題点

の整理を要しないもの）

専門相談移行 10 9 1 4 4
・センター専門スタッフ

あるいは南北各セン

ターへの相談の引継ぎ

所内コンサル
テーション

6 6
・センター内の専門ス

タッフとの協議・調整の

うえ対応

相談中断 2 2 17 17 9 9

・入所者問い合わせに

よる相談遮断、その他

相談者側からの相談中
断

処理分類その他 48 46 2 26 26 85 85

・入所者問い合わせ、

他機関や当センターの

植栽、広報に関する意

見など

合計 115 109 6 339 329 10 180 179 1

センター 南部

相談
件数

相談
件数

相談
件数

相談時間別
内訳

北部

相談時間別
内訳

・相談内容について丁

寧に確認し、問題点を

整理したうえで、適切な

関係機関を紹介（仲介）

特記事項 関係機関
相談時間別

内訳相談処理分類
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(3) 相談種別と相談処理分類の状況                （R６年４月～R７年３月：件数） 

 

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

前年

同期

センター 1 1 1 2 1 3 4 5
南　部 7 14 1 2 1 3 2 2 1 2 13 22
北　部 1 4 3 7 3 15 9 4 23 13 53 29
計 8 18 4 2 1 1 7 4 18 12 1 2 6 1 23 18 70 56

センター 1 2 5 2 1 5 8 8
南　部 175 161 17 18 1 3 1 26 28 2 2 3 1 8 5 16 14 248 233
北　部 1 1 14 5 3 1 14 19 2 3 34 21 68 50
計 176 162 32 23 3 8 3 4 40 48 2 2 3 1 10 8 55 35 324 291

センター 1 1 2 2 6 3 9
南　部 1 1 1 1 2 2
北　部 1 1
計 1 1 1 1 2 1 2 2 6 6 11

センター 3 1 2 4 2
南　部 3 2 1 1 1 1 2 7
北　部 1 1 1 3 5 1
計 3 3 2 1 1 1 1 2 1 1 1 4 11 10

センター 2 2
南　部 1 1 1 1 1 3 2
北　部

計 1 3 1 1 1 5 2

センター 2 2 2 2 1 1 6 4
南　部 9 2 1 4 1 2 3 1 1 14 10
北　部 4 2 5 3 2 2 11 7
計 9 2 7 8 2 3 8 6 1 1 3 2 31 21

センター 1 1 1 1 1 3
南　部 1 1
北　部

計 1 1 1 1 1 2 3

センター 3 1 4
南　部 1 1 1 1 2
北　部 1 1 1 1
計 1 2 2 3 1 6 3

センター 1 2 3
南　部

北　部

計 1 2 3

センター 1 1 2 3 1
南　部 2 1 1 1 4 1
北　部 1 1 1 1 2
計 2 2 1 1 2 1 2 1 8 4

センター 1 1
南　部 1 1 1 2 1
北　部 1 2 3
計 1 1 1 1 1 2 5 2

センター 1 1 2
南　部 5 1 1 1 1 7 2
北　部 2 1 1 2 2
計 5 1 3 1 1 1 1 2 11 4

センター 1 1 1 2 1
南　部 1 1 2 1 2 3
北　部 1 1
計 1 1 1 2 1 1 1 1 4 5

センター 2 1 2 3 1 1 1 6 5
南　部 3 1 2 1 7
北　部 1 1 2
計 3 2 2 1 2 3 3 1 2 1 6 14

センター 2 1 2 1 1 5
南　部 1 1
北　部 3 3
計 3 1 2 1 3 4 6

センター

南　部

北　部

計

センター 1 1 1 1 4
南　部 3 2 1 1 1 1 1 7 3
北　部 1 1 1 1 2 2
計 3 2 1 2 1 1 2 1 1 2 2 9 9

センター 1 1
南　部 1 1 1 2 1
北　部 1 1 1 1
計 1 1 1 1 1 1 3 3

センター 3 1 4 19 18 5 4 3 1 2 32 23 59 56
南　部 5 2 1 1 3 6
北　部 1 1 1 1
計 5 5 1 4 19 18 1 7 4 3 1 2 33 23 63 63

センター 2 1 1 4 4 2 5 12 7 24
南　部 11 14 5 1 4 8 1 7 4 28 27
北　部 1 7 2 1 3 3 3 14 9 28 15
計 12 14 14 4 2 4 7 15 4 2 26 25 63 66

センター 15 8 7 14 30 36 3 12 10 8 2 6 48 45 115 129
南　部 216 206 31 38 1 3 2 38 46 4 2 6 2 17 9 26 22 339 330
北　部 4 5 30 13 1 12 5 40 38 1 9 3 85 48 180 114
計 220 211 76 59 8 18 42 43 81 96 14 11 6 2 28 18 159 115 634 573

合計
カウンセリング

(継続･終結）
他機関紹介

他機関紹介

（京都市機関）

専門相談移行

(京都市機関含む)

処理分類

その他

所内コンサル

テーション
情報提供 相談中断

　　　　　　　　　　　処理分類

　　相談分類

アドバイス

こども

女性

障害

老人

虐待

一般

ＤＶ

一般

虐待

一般

虐待

経済･生活困窮等

失業・雇用等

一般

引きこもり

青年

暴力

自立・就労

一般

メンタルヘルス

病気・医療等

民事（家族等）

民事(一般）

家庭内不和

その他

合 計
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(4) 相談者の住所と相談種別の状況                 （R６年４月～R７年３月：件数） 
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第３部 児童相談の業務 

１ 相談援助活動の体系 

児童相談部門における相談援助活動の体系を概念的に示すと次のようになる。 

 

凡　　　　例

　児童福祉法第27条1項第3号

→ (27①Ⅲ)　と表記する。

相談 面接受付 相談の受付

通告 電話受付

送致 文書受付 受理会議 (結果報告、方針の再検討)

調　査 （12②） 一時保護

         　　保護/観察/指導 (33)

社会診断 心理診断 医学診断 行動診断 その他の診断

判  定 （12②）

(判定会議)

援助方針会議

(意見照会)    府児童福祉審議会
(27⑥)

援助内容の決定

(意見具申)

援助の実行

               (子ども、保護者、関係機関等への継続的援助)

援助の終結・変更

     　　    　　　　      (受理、判定、援助方針会議)

 １　在宅指導等                           　      　　 ２　児童福祉施設入所措置(27①Ⅲ)

  (１)措置によらない指導（12②）　　　　　  　 　  　　指定発達支援医療機関委託(27②)

   ア　助言指導　　　　　　　　　　　　　　      　　 ３　里親、小規模住居型児童養育事業委託措置(27①Ⅲ）

   イ　継続指導                        　　　　 ４　児童自立生活援助の実施(33の６①）

   ウ　他機関あっせん                  　　　　 ５　市町村への事案送致　　(26①Ⅲ)

  (２)措置による指導                       　　　　 　　福祉事務所送致、通知　　(26①Ⅲ、63の４、63の５)

   ア　児童福祉司指導（26①Ⅱ、27①Ⅱ)  　 　　 　　都道府県知事、市町村長報告、通知(26①Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ)

   イ　児童委員指導  （26①Ⅱ、27①Ⅱ) 　　　　 ６　家庭裁判所送致　　　(27①Ⅳ、27の３）

　 ウ　市町村指導　（26①Ⅱ、27①Ⅱ） ７  家庭裁判所への家事審判の申立て

   エ　児童家庭支援ｾﾝﾀｰ指導(26①Ⅱ,27①Ⅱ) 　 　   ア　施設入所の承認　　（28①、②）

   オ　知的障害者福祉司、社会福祉主事指導(26①Ⅱ,27①Ⅱ)   イ　特別養子縁組適格の確認の請求（33の６の２①）

   カ　障害児相談支援事業を行う者の指導(26①Ⅱ,27①Ⅱ)   ウ　親権喪失等の審判の請求又は取消しの請求（33の7）

   キ　指導の委託(26①Ⅱ,27①Ⅱ)   エ  後見人選任の請求　（33の８）

  (３)訓戒、誓約措置（27①Ⅰ）　　　     　　　     　 　　   オ　後見人解任の請求　（33の９）

援　助　の　内　容
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　　(府民・警察・学校等関係機関等から)　　　　 通告

　　(当事者・家族等から) 相談・情報の提供

　　(市町村から) 送致・援助依頼

初期対応ミーティング(未来っ子サポートチーム)＜情報の共有＞

情報共有

援助要請

 家族再統合

経過の確認

リスク・アセスメント、緊急介入の要否、援助方針等の確認、家族再統合の可否判断

　

施設入所・里親委託

面会・通信制限の検討

※ その他、親権喪失、親権停止、管理権喪失を申し立てること
※ 平成29年6月の児童福祉法改正により、保護者不同意の一時保護が２ヶ月を越える場合には、２ヶ月
　　を越えるごとに家庭裁判所の承認が必要となった。
　　　なお、一時保護中は児童相談所長が、施設等入所措置中には施設長等がそれぞれ監護措置をとる
　  ことができ、親権者等は当該監護措置を不当に妨げてはならない旨、法に規定されている。

・施設入所に親権者が同意しない場合

・保護者不同意の一時保護が２ヶ月を超

　える場合
相談終結

虐待相談についての基本的な対応の流れ

虐待通告受付票の作成

(定例・緊急)判定・援助方針会議

　援助（在宅支援・指導）

 児童の身柄の安全を確保
 被害確認面接の実施

 面会・通信制限の検討

(連携)

 ・市町村、所属、関係機関から聴取

　・家族関係調整 等

市
町
村
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

家庭裁判所申立て ※

警
察

一時保護

(連携)

 ・家庭訪問等により目視現認、緊急時は一時保護対応

児童の安全確認（原則48時間以内）

　・関係機関による援助

立入調査

臨検・捜索

（定例・緊急）受理会議

 ・家庭訪問調査等

緊急度、重症度の確定、初期対応方針等の確認

(組織的対応)

担当者の決定、緊急性・危険度の分析、検討、初期対応方針の協議

(連携)

初期調査

　虐待相談も、基本的には前ページの「相談援助活動の体系」に沿って対応しているが、児童福祉
法の規定による他に、児童虐待の防止等に関する法律や国の通知に基づいて対応している。
　虐待相談における、通告から相談終結までの対応の流れを示すと次のようになる。

　各児相（支所）毎に、虐待対応専任チーム（未来っ子サポートチーム）を設置している。

 ・保育園、学校、市町村等を通じて目視現認
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２ 相談内容 

   児童に関するあらゆる相談に応じており、相談内容を次のように区分している。 
 

相談の種類及び主な内容 
 

 

 

養護 

 

 

相談 

１ 児童虐待相談 

 

 

 

 

 

児童虐待の防止等に関する法律の第２条に規定する次の行為に関する相談 

(1) 身体的虐待 身体・健康に危険のある身体的な暴行 

(2) 性的虐待  性交、性的暴行、性的行為の強要 

(3) 心理的虐待 暴言や差別など心理的外傷を与える行為、児童が同居する家庭に 

おける配偶者、家族に対する暴力 

(4) 保護の怠慢、拒否（ネグレクト) 

    保護の怠慢や拒否により健康状態や安全を損なう行為及び棄児 

２ その他の相談 

 

 

父又は母等保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困 

難児、棄児、迷子、親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ児童等環境的問題を有

する子ども、養子縁組に関する相談 

保健 

相談 
３ 保健相談 

未熟児、虚弱児、ツベルクリン反応陽転児、内部機能障害、小児喘息、その他の疾

患（精神疾患を含む）等を有する子どもに関する相談 

 

 

 

障害 

 

相談 

 

４ 肢体不自由相談 肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談 

５ 視聴覚障害相談 盲（弱視を含む）、ろう（難聴を含む）等視聴覚障害児に関する相談 

６ 言語発達障害等相談 

構音障害、吃音、失語等音声や言語の機能障害をもつ子ども、言語発達遅滞を有す

る子ども等に関する相談。ことばの遅れの原因が知的障害、自閉症、しつけ上の問

題等他の相談種別に分類される場合は該当の種別として取り扱う。 

７ 重症心身障害相談 重症心身障害児（者）に関する相談 

８ 知的障害相談 知的障害児に関する相談 

９ 発達障害相談 
自閉症、アルペルガー症候群、その他広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性

障害等の子どもに関する相談 

 

 

非行 

 

相談 

10 ぐ犯等相談 

 

 

虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為若しくは飲酒、喫煙等

の問題行動のある子ども、警察署からぐ犯少年として通告のあった子ども、又は触

法行為があったと思料されても警察署から法第25条による通告のない子どもに関

する相談 

11 触法行為等相談 

 

 

触法行為があったとして警察署から法第25条による通告のあった子ども、犯罪少年

に関して家庭裁判所から送致のあった子どもに関する相談。受け付けた時は通告が

なくとも調査の結果、通告が予定されている子どもに関する相談についてもこれに

該当する。 

 

 

育成 

 

相談 

 

 

12 性格行動相談 

 

子どもの人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きがない、内気、

緘黙、不活発、家庭内暴力、生活習慣の著しい逸脱等性格もしくは行動上の問題を

有する子どもに関する相談 

13 不登校相談 

学校及び幼稚園並びに保育所に在籍中で、登校（園）していない状態にある子ども

に関する相談。非行や精神疾患、養護問題が主である場合等には該当の種別として

取り扱う。 

14 適性相談 進学適性、職業適性、学業不振等に関する相談 

15 育児・しつけ相談 家庭内における幼児の育児・しつけ、子どもの性教育、遊び等に関する相談 

16 その他の相談 １～15のいずれにも該当しない相談 
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３ 児童相談・虐待等の概況 
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イ 経路別虐待相談受付件数

区分 割合(%)
 家族 5.3%
 親戚 1.5%
 近隣知人 7.4%
 児童本人 0.8%
 市町村 7.3%
 児童委員 0.2%
 保健所 0.0%
 医療機関 1.0%
 児童福祉施設 0.6%
 警察 56.5%
 学校 1.6%
 その他 17.7%

計 100.0%

ウ 主な虐待者

区分 割合(%)

実　　父 45.3%

他の父親 6.7%

実　　母 46.7%

他の母親 0.4%

そ の 他 1.2%

計 100%

　　　　　   ※虐待受理件数２，２３７件

エ 虐待内容別分類

区 分 割合(%)

身体的虐待 19.5%

ネグレクト 11.7%

性的虐待 1.1%

心理的虐待 67.8%

計 100.0%

　　　　　※虐待受理件数２，２３７件

※その他は主に府の他機関、他府県市からの移管、きょうだい受理ケースなどである。

※虐待受理件数2,237件
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第４部 ＤＶ・女性相談の業務 

１ 相談・保護業務概略図 

［相談業務の流れ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

  

 

［保護業務の流れ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談 

保護を希望する DV被害者・困難な問題を抱える女性 

ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性 

相

談 

相談 

入所依頼･ 

協 議 

・府、市町村 

  福祉・人権・保健 

  男女共同参画 

・警察、司法 

・医療機関 

情報提供、助言 

連 携 

（情報提供） 

 

家庭支援総合センター 

南部・北部家庭支援センター 

(配偶者暴力相談支援センター) 

他施設で保護 

高齢者福祉施設 

母子生活支援施設 

障害者福祉施設 

救護施設 他 

市 町 村 

警察、相談機関

等 

家 庭 支 援総 合 セン タ ー 

           

     

・保育

・学習支援

・法律相談（離婚、親権等）

本人 同伴児童

【アセスメント・必要な支援の見立て】

・心理面接、精神面接

【安全の確保、退所後生活の準備】

・避難先の確保

・保護命令の申立支援

・各種施策の活用支援（関係機関との連携）

・ケースワーク

・心理面のフォロー

  

入

所

依

頼 

退

所 

 

退 

所 

女性自立支援施設 

女性相談支援員

及びDV被害者

支援サポーター

による退所者へ

のアフターケア 

①住宅確保・住み込み就労 ②福祉事務所へつなぐ（施設入所・居宅設定・入院等） 

③帰宅（自宅・実家等） ④その他（友人宅等） 

女性相談支援員 

 ①電話・来所相談 

(助言・情報提供) 

 ②保護命令書面作成支援 

 ③証明書発行 

 

退所 

 
女性相談支援センター 
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２ 女性支援事業の対象者 

 

 １ 困難な問題を抱える女性 （性的な被害、家庭の状況、地域社会との関係性その他様々な事情  

により日常生活又は社会生活を円滑に営む上で困難な問題を抱える女性 

  （困難な問題を抱える女性への支援に関する法律 （そのおそれのある女性を含む。）） 

 ２ 配偶者からの暴力を受けた者 

 （配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（配偶者とは、婚姻の届出を    

していないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）） 

   ３  人身取引被害者（人身取引対策行動計画） 

  ４  ストーカー被害者（ストーカー行為等の規制等に関する法律） 

 

３ 広報・啓発・研修 

 女性相談窓口やセンター機能の周知を図るとともに、ＤＶ(ドメスティック・バイオレン

ス)被害者からの相談に対応する市町村職員の研修や、女性相談支援員等の資質向上を図るた

めのセンター内研修を実施している。 

○ センター通信等の発行、リーフレット等の配布 

○ ＤＶ被害者支援研修会等の開催（再掲） 

 

ＤＶ被害者支援専門研修 （市町村等職員向け）   

 

府内女性相談担当職員研修（市町村等職員向け） 

 

女性相談係内研修（女性相談支援員等職員向け） 

    
府内配偶者暴力相談支援センター担当者会議    

   

 

 

 

 

 

 

 

日時 場所

令和6年5月14日
京都府家庭支援総合セ

ンター

令和6年9月17日
京都府家庭支援総合セ

ンター

令和6年12月17日
京都府家庭支援総合セ

ンター

内容

①京都府におけるＤＶ被害者支援について　ほか

②グループワーク

①ＳＮＳの基礎知識とトラブルについて

②グループワーク

①児童虐待とDVについて

②グループワーク

日時 場所

令和6年11月5日
京都府家庭支援総合セ

ンター

①アサーティブなコミュニケーションについて～安心安全な関係のために

②家庭支援総合センター女性相談の支援状況等について

内容

日時 場所

令和6年5月16日

～令和7年2月25日

（全６回 延６日間）

京都府家庭支援総合セ

ンター

 ケース検討型研修

・困難な相談ケースへの対応について　ほか

内容

日時 場所

令和6年6月11日
京都府家庭支援総合セ

ンター

令和7年2月28日
京都府家庭支援総合セ

ンター

内容

①新法における今後の業務内容等について

②配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護・自立支援に関する計画（第５次）

及びＤＶネットワーク京都協議会について

③困難な問題を抱える女性への支援に関する京都府基本計画について

①各センター相談実績等（報告）

②検討課題
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○講演会・講習会への出講 

 

 

４ 業務実績 （※家庭支援総合センター、南部家庭支援センター及び北部家庭支援センターの合計） 

（1） 相談の状況 

ア  相談形態別状況 

                                          （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 出講依頼元 対象者 講義内容

令和6年5月31日 京都家事調停協会 京都家事調停協会会員
京都府家庭支援総合センター女

性相談の機能・役割について

令和6年10月2日 京都府府警察学校 京都府警学校実務専科入校者 DV被害者支援について

令和6年11月13日
八幡市八幡東地区

民生委員協議会
民生児童委員 女性相談支援について

令和7年1月16日 山城北保健所 宇城久地区民生児童委員
DV被害者・女性への支援につ

いて

令和7年1月17日 京都弁護士会 司法修習生
女性相談・DV被害者支援につ

いて

令和7年1月23日 京都犯罪被害者支援センター 犯罪被害者支援ボランティア DV被害者支援について

令和7年2月13日 長岡京市民生児童委員 長岡京市民生児童委員
DV被害者・女性への支援につ

いて

令和7年2月14日 長岡京市 長岡京市関係者 DVについて

令和7年3月26日 南丹子育て文化推進協議会 南丹子育て文化推進協議会関係者 同上

年度 電話 来所 訪問 その他 計

2 9,973 723 39 1,402 12,137

3 7,346 662 67 1,172 9,247

4 6,767 641 76 1,033 8,517

5 6,391 602 72 725 7,790

6 5,755 545 51 664 7,015
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イ  DV相談の状況 

                          （単位：件）  

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2 3 4 5 6

暴力以外

DV以外

の暴力

DV

DV
DV以外
の暴力

暴力以
外

（夫・内夫等） （親子デートＤＶ等） (居所なし等）

2 7,512 2,127 2,498 12,137

3 5,687 1,560 2,000 9,247

4 5,542 1,261 1,714 8,517

5 4,906 1,143 1,741 7,790

6 4,194 1,351 1,470 7,015

年度 計
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（２）保護の状況 

ア  主訴別一時保護の状況 

                                                     （単位：件） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

                                                     

 

 

 

 

イ 退所理由別退所状況 

     

                                                        （単位：人） 

 

 

 

 

 

年度 DV
DV以外
の暴力

家出・放
浪

住宅
経済・
サラ金

家庭問
題

その他 計

2 87 38 1 12 - 8 - 146

3 47 22 1 7 － 1 1 79

4 46 12 1 1 － 3 － 63

5 54 12 6 3 1 － － 76

6 45 15 2 2 1 4 6 75

自宅 実家
母子生活
支援施設

住宅設定 入院 その他

2 2 50 31 19 13 2 50 23 4 8 15 - 24 141

3 1 30 15 15 2 0 27 15 8 0 4 - 17 77

4 1 26 16 10 3 0 26 17 4 0 5 1 6 63

5 0 31 20 11 4 0 30 12 2 4 12 - 10 75

6 0 22 14 8 2 0 33 13 3 5 12 - 14 71

(注)　就職には、住み込み就職の他、自力での住宅確保を含む。

女性自立
支援施設

入所

 福祉事務所の支援

計無断退所 その他帰宅 就職（注）
他府県

女性自立
支援施設

年度
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第５部 障害者相談の業務 

１ 相談業務の内容 

（１）相談の種類 

ア 身体障害者、知的障害者に関する専門的な支援（相談・判定）                                                                              

身体障害者、知的障害者や家族、市町村、障害福祉サービス事業所等の求めに応

じて、身体障害者、知的障害者に対する専門的な知識及び技術を必要とする支援

を、来所、巡回、訪問等により実施 

（身体障害者部門） 

・補装具費の申請に関する支援 

       補装具費の交付・修理の要否、処方及び適合判定 

・補装具費交付後の使用状況確認・訓練等に関する支援 

（補装具フォローアップ事業） 

・補装具費支給制度に係る調査・研究 

・自立支援医療に関する支援 

身体障害者に対する自立支援医療（更生医療）の要否等について、文書によ

る判定を実施。じん臓機能障害と心臓機能障害については、それぞれ専門医

による審査を経て判定 

     ・視覚障害に関する相談 

       失明や視力が低下した府民等に対して、日常生活上の悩みや福祉用具・福祉

制度についての相談会を、関係機関・団体の協力のもとに実施 

     ・聴覚相談に関する相談 

       聴覚障害又はきこえに困難を抱えている府民に、嘱託医師の診察による相談

や業者による補聴器の相談を実施 

     (知的障害者部門) 

・療育手帳判定及び発行 

・障害福祉サービス利用、生活上の悩みや心配事等に関する相談（個別支援相

談） 

・特別支援学校高等部卒業予定者の進路に関する相談（地域生活相談） 

       

イ その他の専門的な支援                                                                                          

（ア） 市町村や障害福祉サービス事業関係職員の資質向上を図るため、研修等を実施 

       身体・知的障害に関すること、補装具及び補装具判定に関すること、医療的 

         ケアに関すること等 

（イ） 補装具の処方及び適合判定に関する業務を適正に実施するため、補装具製作業者

等を指導 

（ウ） 市町村等が業務を円滑に実施するための、必要な情報の収集及び提供を実施 
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（エ） 地域リハビリテーションの推進のため、関係機関の実施する高次脳機能障害に

係るカンファレンスに参加するなど、関係機関と連携 

（オ） 相談支援事業者及び総合相談支援センターに配置されている専門職員への支援及

び連携 

 

（２）相談の方法 

ア 身体障害関係                                                                                      

（ア） 来所及び巡回等による相談 

    ・来所相談（予約制） 

科 目 実施曜日 受付時間 実施場所 

整形外科(肢体不自由） 毎週水曜 午後２時～４時 城陽相談室 

         診察を伴わない補装具利用に関する相談も随時実施（予約制） 

＊場所：城陽相談室（旧身体障害者更生相談所） 

      ・巡回相談 

          肢体不自由及び聴覚障害に関する相談（予約制）           

    科 目 開 催 市 町 村 ・  回 数 

整形外科（肢体不自由）      年度当初に決定 

耳鼻咽喉科（聴覚障害）         同上 

・在宅重度身体障害者訪問診査 

  来所及び巡回相談に参加することが困難な在宅の重度身体障害者に対して、医

師等を派遣して診査及び相談を行う訪問診査を実施 

 

（イ） 視覚障害に関する相談会（視覚相談会） 

（福）京都ライトハウス及び（福）京都視覚障害者支援センター等関係機関・

団体の協力のもとに、毎年度６市町で６回実施 

 

イ 知的障害関係                                                                                      

（ア） 療育手帳判定、地域生活相談、個別支援相談等（予約制） 

            来所及び巡回による相談を実施（主に中丹以北の相談は巡回） 

施設入所者等についても訪問を実施 

         ・療育手帳の判定及び交付 

       

 

 

 

 

（イ） ケース会議 

相談・判定を実施したケースのうち総合的に検討が必要とされるものについて

ケース会議を開催し、支援の方向性を検討。会議には市町村、障害者生活支援セ

判 定 
18歳以上の者 全府域分を実施 

18歳未満の者 センター（児童部門）管轄地域分を実施 

交 付 全府域分を実施 
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ンター、特別支援学校、施設等関係機関が出席し、相互の情報、意見交換を行い

一人ひとりにあった適切な支援が行えるよう検討（巡回による会議開催も有） 

相談・判定を実施していない場合でも、市町村等関係機関主催のケース会議

に必要に応じて出席し、専門的立場からの助言を実施 

 

 

（３） 身体障害者相談・支援の概念図 

 



31 

 

 

 

 

 

①意見書の申請

②意見書の交付

申請者 ⑦医療の提供 指定医療機関

⑧自己負担額の支払い

　　　⑨診療報酬の請求

　　⑥受給者証の交付 審査支払機関
⑩診療報酬の請求 （社会保険診療報酬支払基金）

（国民健康保険団体連合会）
市町村

⑪診療報酬の支

　　⑤判定書交付 　　　　　　　払い

家庭支援総合センター

⑫診療報酬の支払い③給付申請

④判定依頼

自立支援医療（更生医療）の流れ
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（４） 知的障害者相談・支援の概念図 

 

 

 

 

 

※地域の三障害総合相談窓口

※障害者総合支援法 　

※民生委員・知的障害

相談員と共に ※障害福祉実施期間

児童福祉・母子福祉

生活保護・高齢者福祉…

※支援・サービスの提供機関

自立支援給付 福祉圏域毎に…

介護給付 ：ホームヘルプ・行動援護 市町村毎に…

生活介護・ショートステイ

施設入所支援等

訓練等給付 ：就労支援・グループホーム等

地域生活支援事業

≪相談受付≫市町村経由が原則

家庭支援総合センターが行う専門相談・判定業務 京都府家庭支援総合センターは…

＊ 療育手帳に関する相談判定 地域支援ネットワークへのサポート

連携 ＊ 施設利用相談 連絡調整・研修等実施・情報提供…

＊ 個別支援相談

＊ 地域生活相談 三障害への総合的な対応のために…

地域支援ネットワーク ＊ 障害支援区分に関する相談 総合センター身障相談との一本化

を専門支援 ＊ その他の相談 精神保健福祉総合センターとの連携

発達障害者・児

に関して

本　人　・　家　族　等

地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

センターの

こどもグループ

女性グループ

他機関

紹   介

療育

手帳

発行

ケース協議

市町村・施設

等を継続支援

入所調整助言回答

対応依頼

本人・家族

へ の 支 援

継続面接に

よ る 支 援

発 行

相談・判定（来所相談／巡回相談／電話相談／書類判定／その他）

医学的判定・心理学的判定・社会診断

（関係機関との連絡調整）

ケース会議（判定会議）

（関係機関への出席要請）

市町村へ

意 見 書

相談・判定の受付 他府県知更相

照会・回答

家庭支援総合センター

精神保健センター

　タイアップ

保健所福祉課

知的障害者

支援各機関

圏域内での相談支援コーディネーター

総合相談支援センター

ジェネラルケアマネージャー

生活支援センター

本人・家族等 市福祉事務所

町村役場

調査員・審査会

発達障害者

支援センター

「はばたき」

判定

結果

通達

家庭支援の視点

他の福祉領域および関連

各領域からのサポート

　相互

サポート

サポート

　サポート

本庁各課

相談の流れ(直接相談では･･･)

地域支援ネットワーク
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【参考資料】 療育手帳判定区分と再判定期間（18 歳以上の場合） 

 

 療育手帳の判定については、従来から知的能力に社会生活能力を加味して総合判定しています。

１８歳以上の知的障害者に対する判定方法や判定基準のガイドラインは下記のとおりです。 

（平成２４年度に一部改訂） 

 

〔判定の方法と、判定区分〕 

 標準化された知能検査・発達検査を実施し、社会生活能力について聞き取った上で、手帳の新

規申請の場合は原則として精神科医による診断を行い、これらの結果から評価することを目安と

します。発症時期が１８歳未満であることが必須条件となります。その上で、個別的勘案事項

（身体障害や行動障害など）の有無及び程度や、次回判定年月などを検討し、総合判定を行いま

す。 

 社会生活能力は、身辺自立・移動・意思交換・生活文化・家事職業の５つの領域について調査

し、社会生活能力の程度を、最重度～軽度の４段階で評価します。 

 

 

 

社会生活能力の評価  知的障害程度の区分 

最重度 重 度 中 度 軽 度  

 

 

 

 

手帳判定区分 障害程度 

 

 

 

 

知

能

指

数 

IQ20以下 Ａ１ Ａ１ Ａ３※ 評価せず Ａ 

 

Ａ１・Ａ２ 最重度 

IQ21～35 Ａ３※ Ａ３※ Ａ３ Ｂ１ Ａ３・Ａ４ 重 度 

IQ36～50 Ａ３ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ 

 

Ｂ１ 中 度 

IQ51～75 Ｂ１ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ 軽 度 

  注：「評価せず」について…知的障害の特性に鑑み、ＩＱ２０以下で社会生活能力が軽度と

なるような場合はあり得ないとの観点から、この区分については評価対象としません。 

 

身体障害者手帳１～３級所持者について、上表の太線で囲った領域に判定された場合、身体障

害の程度を勘案し、下表に従って障害程度を１ランク上位に評価します（合致しない場合は、上

表に従って判定します）。  
上表の判定区分 身障手帳所持判定区分 障害程度 

    Ａ３※            Ａ２      最重度 

     Ｂ１             Ａ４      重 度 

 

〔再判定期間〕 

  手帳判定区分に応じて、次回判定までの期間を下表のとおりとします。 

障害程度 最重度 重度１ 重度２ 中度・軽度 

手帳区分 Ａ１・Ａ２ Ａ３※ Ａ３・Ａ４ Ｂ１・Ｂ２ 

基本となる期間 設定せず 設定せず １０年 １０年 

配慮等を要する場合 期間をケースに応じて任意に設定（１～１０年の範囲） 

  注：重度１に該当するものを上表でＡ３※と表記しています。 

 

 ・上記判定はあくまでも目安であり、個々の障害に応じて判定します。 

  ・５０歳を超えた者については、障害程度にかかわらず、原則として次回の再判定を設定しま

せん。 

 ・知能検査、発達検査の結果の表記については、知能指数（ＩＱ）又は発達指数（ＤＱ）を使

用しています。 
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２ 業務の実績 

＜身体障害者への相談等＞ 

                                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）　取扱人員　
　 （単位：人）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3,757 3,569 3,956 3,928 4,084

来 所 627 607 538 627 636

巡 回 371 360 416 349 452

文 書 2,759 2,602 3,002 2,952 2,996

視 覚 48 59 107 78 201

聴 覚 平 衡 351 346 434 392 399

音声言語等 6 15 22 19 11

肢体不自由 2,007 1,781 1,988 1,977 2,083

内 部 障 害 1,345 1,368 1,405 1,462 1,390

（２）　相　談

　 （単位：人）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3,867 3,608 3,979 3,978 4,097

障害者手帳 0 0 0 0 0

自 立 支 援 医 療 2,118 2,035 2,314 2,268 2,374

補 装 具 1,749 1,573 1,665 1,710 1,723

そ の 他 0 0 0 0 0

内容

取扱人員

方法

障害

相談件数
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（３）判 定 

 

 

（４）身体障害者巡回相談 

         肢体不自由及び聴覚障害に関する相談           

    科 目 開 催 市 町 村 ・  回 数 

整形外科（肢体不自由）     １１市町 ・ ８６回 

耳鼻咽喉科（聴覚障害）     ８市町  ・  ８回 

 

（５）視覚相談会  

     開 催 市 町 村 ・  回 数 

相談会      ６市町 ・ ６回 

講演会（相談会と併催）      ２回（福知山市、京田辺市） 

　 （単位：人）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

2,943 2,781 3,203 3,119 3,162

義 肢 59 53 60 51 48

装 具 244 206 228 258 208

補 聴 器 328 332 404 355 365

車 椅 子 等 135 109 145 143 122

そ の 他 59 46 52 44 45

計 825 746 889 851 788

肢体不自由 767 652 886 786 971

心 臓 等 944 980 1,023 1,090 1,056

じ ん 臓 400 388 368 370 326

肝 臓 1 0 5 1 8

そ の 他 6 15 32 21 13

計 2,118 2,035 2,314 2,268 2,374

0 0 0 0 0

（注）「車椅子等」には、電動車椅子を含む
（注）「心臓等」には、免疫障害を含む

施設入所

補装具

更生医療

判定書交付件数
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（６）在宅重度身体障害者訪問診査 

  来所相談や巡回相談に出席が困難な重度の身体障害者に対して、家庭訪問や 

医療機関、障害者施設に職員を派遣し、補装具費（重度障害者意思伝達装置、 

電動車椅子等）の支給決定に関する訪問調査 

 

対象者：３４人 

 

（７）補装具フォローアップ事業 

 

補装具交付後のアフターケアとして、理学療法士等が病院や家庭訪問等を行い、補

装具の使用状況を確認し、補装具訓練等を実施 

 

          対象者：１２人  

 

（８）研修会等の開催 

ア 医療的ケアを必要とする障害者への支援に関する研修会 

医療的ケアを必要とする障害児（者）の心身機能や生活状況を考慮した良好な姿勢

（シーティング）を学ぶとともに自分では体を思うように動かせないことによる皮膚

トラブルへの対応と予防について学び、今後の支援に活かすことを目的として開催

（協力：国立病院機構南京都病院） 

 

年 月 日 内  容 場  所 参加者数 

 

 

令和6年11月20日 

医療的ケアを要する障害

児（者）の生活を快適で

活動性を高めるためのシ

ーティング及び皮膚トラ

ブル対応と予防 

オンライン 

開催 

６５名 

 
 

 

 

イ 医療的ケアに従事する看護職員実地研修 

たん吸引等の医療的ケアを要する重度障害者が利用する施設等に勤務する看護職員

等を対象に、その障害特性や医療的ケアについての理解と看護技術の向上を目的とし

て開催（協力：国立病院機構南京都病院・花ノ木医療福祉センター） 

 

 

 

 年 月 日 内  容 場  所 参加者数 

令和 6年 12月 11日  

～12月 12日 

講義 

 医療的ケア時の実際、安楽

なポジショニング、人工呼吸

器の患者管理等 

オンライン 

開催 

 

２４名 
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令和6年12月17日 

～12月18日 

 

令和6年12月19日 

～12月20日 

実地研修 
 
障害者医療・摂食嚥下機能
・人工呼吸器・呼吸管理・
感染管理・日常生活援助・
口腔ケア・療育等 

 

花ノ木医療 

福祉センター 

 

南京都病院 

 

 

 １１名 
 

 

 

ウ 市町村新任障害福祉担当者研修会 

障害者福祉の業務に携わって 1 年目の職員を対象に、基礎的な知識の獲得を目的

として開催 

年 月 日 内  容 場  所 参加者数 
 
令和６年５月２０日 

 
身体障害者手帳、療育手帳、
補装具、自立支援医療（更生
医療）の各制度説明等 

 
家庭支援総合
センター 

 

３６名 

 

 

 

 

エ 市町村障害福祉現任職員研修会 

    障害者福祉の業務に携わって２年目以降の職員を対象に、現場で直面する様々な

課題に的確に対応できる能力の醸成を目的として開催 

 

年 月 日 内  容 場 所 参加者数 

 

令和６年 11 月 11 日 

 

 

 

①調査書が必要な補装具について 

②市町村で支給を判断する補装具

について 

③補装具に関するよくある相談に

ついて 

④更生医療・補聴器に関するよく

ある相談について 

 

家庭支援総合

センター 

 

 １８名 
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（２）　実施機関別相談内容内訳

福知山市 60 2 0 2 4 37 19 64
舞鶴市 89 4 0 7 5 42 55 113
綾部市 45 2 0 3 2 25 18 50
宇治市 112 6 0 18 6 97 35 162
宮津市 24 1 0 1 1 11 14 28
亀岡市 64 4 1 6 5 37 48 101
城陽市 32 0 0 3 1 24 32 60
向日市 35 0 0 1 3 21 24 49
長岡京市 39 3 0 4 6 26 29 68
八幡市 47 4 0 5 4 34 17 64
京田辺市 42 5 0 9 6 28 29 77
京丹後市 44 2 0 4 2 23 25 56
南丹市 118 2 0 4 1 18 115 140
木津川市 50 8 1 13 4 37 29 92

小計 801 43 2 80 50 460 489 1124
乙訓保健所 9 2 0 3 0 4 8 17
山城北保健所 19 0 0 1 0 15 7 23
山城南保健所 31 3 1 3 2 22 15 46
南丹保健所 8 0 0 1 0 6 5 12
中丹西保健所 0 0 0 0 0 0 0 0
中丹東保健所 0 0 0 0 0 0 0 0
丹後保健所 20 3 0 6 0 12 10 31

小計 87 8 1 14 2 59 45 129
888 51 3 94 52 519 534 1253

計

相談内容

市
　
部

保
健
所
管
内
町
村

合計

取扱い
実人
数

施設 職業
医療
保健

生活
療育
手帳

その他

（3）　　療育手帳相談判定
              （単位：件）

区分

年度 新規 再 新規 再 新規 再

57 254 311 (51.2%) 34 137 171 （28.1%） 50 76 126 (20.7%） 608

50 275 325 (50.2%) 21 165 186 （28.7%） 43 94 137 (21.1%） 648

57 372 429 (53.4%) 14 125 139 （17.3%） 50 185 235 (29.3%） 803

41 358 399 (57.9%) 15 111 126 （18.3%） 56 108 164 (23.8%） 689

46 256 302 (52.2%) 20 145 165 （28.5%） 27 84 111 (19.2%） 578令和６

令和５

合計
小計 小計小計

来所 巡回 書類判定

令和４

令和３

令和２



40 
 

             

 

 

（４）地域生活相談実施状況  

特別支援学校卒業予定者についての地域生活相談（進路相談）実施数 

 

 

 

 

 

 

（５）個別支援相談 

障害者福祉サービスの利用や就労、地域生活等に関して、課題を抱えている本人や

家族、関係機関等からの依頼を受けて、心理判定を行い、今後の支援のあり方につい

て相談を行う。 

   

・個別支援対象者     …  1 件 （令和５年度 ２ 件） 

 

（６）相談対応としてのケース会議の実施状況 

   特別支援学校卒業予定者についての地域生活相談（進路相談）や個別支援相談につ

いて、関係機関によるケース会議を開催する。 

    

・進路相談、個別支援相談に係るケース会議 

 … ４７ 件（令和５年度 ７０件） 

    

（７）研修会等の開催 

 市町村障害福祉現任職員研修 

   ※身体障害者への相談「（８）研修会等の開催 ウ」参照 

＜参考：療育手帳所持者数の推移＞ 　　　　　（単位：人）
１８歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８歳未満　内訳 １８歳

未満 0～5 6～11 12～14 15～17 以上 18～30 31～40 41～50 51～60 61～69 70～

2,349 255 879 561 654 9,437 2,948 1,940 1,979 1,187 636 747

％ 10.9 37.4 23.9 27.8 ％ 31.2 20.6 21.0 12.6 6.7 7.9

2,379 257 917 537 668 9,688 3,037 1,945 1,978 1,289 660 779

％ 10.8 38.5 22.6 28.1 ％ 31.3 20.1 20.4 13.3 6.8 8.0

2,450 292 923 557 678 9,966 3,175 1,956 1,964 1,387 669 815

％ 11.9 37.7 22.7 27.7 ％ 31.9 19.6 19.7 13.9 6.7 8.2

2,586 306 987 581 712 10,145 3,198 1,981 1,933 1,516 672 845

％ 11.8 38.2 22.5 27.5 ％ 31.5 19.5 19.1 14.9 6.6 8.3

2,657 291 1,046 615 705 10,407 3,297 2,012 1,880 1,660 690 868

％ 10.9 39.4 23.1 26.5 ％ 31.7 19.3 18.1 15.9 6.6 8.3
令6 13,064

令5 12,731

１８歳以上　内訳
総　数年　度

令4 12,416

12,067

11,786令２

令3

与謝の海 6 南山城 5 宇治 4 

舞鶴 4 井手やまぶき 6 向日が丘 5 

中丹 3 八幡 5 京都教育大

附属 

1 

丹波 6 城陽 4 
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第６部 ひきこもり相談の業務 

１ 業務内容 

ひきこもりの問題は、ひきこもっている本人だけでなく、家族をも巻き込んだ家庭問

題である。当事者だけで解決することが難しいため、状況を改善していくためには家族

全体を支える第三者の存在が重要である。当センターでは、精神保健福祉相談員や臨床

心理士等の専門スタッフによる相談対応や家族教室開催、相談支援従事者に対する研修

会等を実施している。 

 

（1）電話相談・面接相談・家庭訪問等 

ひきこもり相談専用電話にて、ひきこもりの問題を抱える家族や本人の電話相談を実

施している。精神保健福祉相談員や臨床心理士等の専門スタッフが相談に対応し、必要

に応じて、下記会場にて面接相談を行っている（面接相談は予約制）。 

また、相談の内容や本人の希望を勘案し必要な場合は家庭訪問や関係機関への同行支

援等を行っている。 

併せて、相談内容に応じて、府内で活動している民間支援団体（相談・訪問、居場所

の提供、学習支援等）や就労支援に関する情報提供を行っている。 

   ＜面接相談会場＞ 

  南部  京都府家庭支援総合センター（平日） 

      北部  京都府福知山総合庁舎（原則、第１・３水曜日） 

 

（2）家族教室の開催（開催状況は別表） 

ひきこもり当事者の家族が、ひきこもりを理解し、適切な対応方法を学び、また、同

じ悩みを抱える家族が交流できる場を持つことを目的に、家族のための教室を開催して

いる。 

 

（3）研修会の開催（再掲） 

ひきこもり相談支援に従事する市町村、ＮＰＯ等関係団体の職員に対する研修会を北

部（京丹後市、福知山市）、中部（亀岡市）及び南部（城陽市）地域で開催している。 

 

 ＜ひきこもり支援対応強化研修＞ 

   (基礎編) 

 

 

 

 

 

開催日 場所 内容 

令和６年１０月２３日 京都府丹後保健所（京丹後市） ひきこもりについて学ぶ 

講演 等 

会場開催  
令和６年１０月３０日  サンガスタジアム byKYOCERA（亀岡市）  
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 (実践編) 
 

 

 

 

 

 (市町村職員研修) 
 

 

 

 

 

 

（4）チーム絆 地域チームとの連携 

   ひきこもりの相談については、当センターとともに、京都府が民間支援団体（５団

体）に委託している「地域チーム」が地域での相談に応じている。 

 当センターと地域チームでは相談支援状況の報告・共有やケーススタディ等を定例

で行っている。 

 

＜チーム絆地域チーム５団体（令和６年度）＞ 

乙訓地域 ＮＰＯ法人乙訓障害者事業協会「乙訓もも」 

山城地域 
（城陽市、木津川市） 

株式会社エデュワーク 

南丹地域 京都府チーム絆 学びの森 

中丹地域 ＮＰＯ法人ニュートラル 

丹後地域 労働者協同組合労協センター事業団「ひととわ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 場所 内容 

令和７年２月 ６日 市民交流プラザふくちやま（福知山市） ひきこもり相談の進め方

を考えるグループワーク 

等 

会場、オンライン開催  

令和７年２月２０日 文化パルク城陽（城陽市） 

開催日 場所 内容 

令和６年１１月２８日 京都経済センター（京都市） 

国、府の取組紹介、意

見交換 等 

会場開催  
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２ 業務実績 

(1) 相談の状況  

 

ア 電話相談件数推移                                     （件） 

年度      
合  計 

地   域 
南部 北部 京都市 府外・不明 

30        353 126 35 140 52 

元 502 186 25 212 79 

２ 487 275 46 85 81 

３ 466 158 14 151 143 

４ 502 436 37 23 6 

５ 546 366 41 77 62 

６ 569 379 79 82 29 

 

 

 

イ 面接相談件数推移                                     （件） 

年度      
合  計 

地   域 
南部 北部 京都市 府外・不明 

30 903 451 139 309 4 

元 1043 581 141 321 0 

２ 744 527 50 167 0 

３ 770 666 33 71 0 

４ 805 555 31 218 1 

５ 819 553 25 239 2 

６ 826 522 44 258 2 

 

 

 

ウ 訪問支援件数推移                                    （件） 
年

度      

合  計 家庭訪問 出張面接 関係機関への訪問 

30 552 268 224 60 

元 651 232 340 79 

２ 675 253 381 41 

３ 834 319 363 152 

４ 873 407 368 98 

５ 1,122 585 475 62 

６ 1,265 652 552 61 
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エ 面接相談（実件数）  （件） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

オ 訪問支援（実件数）  （件） 

 

  

年度  
合  計 

30 122 

元 159 

２ 111 

３ 122 

４ 114 

５ 113 

６ 118 

年度  
合  計 

30 57 

元 85 

２ 89 

３ 90 

４ 101 

５ 125 

６ 132 



45 

 

(2) ひきこもりを支える家族教室の開催状況 

＜南部＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 参加者

家族数 人数 （家族数のみ） （家族以外）

第１回　 令和６年５月２４日、５月２８日

29 31 9

第２回　 令和６年６月２５日、６月２８日

42 46 4

第３回　 令和６年７月２６日、７月３０日

28 32 2

第４回　 令和６年８月２７日、８月３０日

31 34 1

第５回　 令和６年９月２４日、９月２７日

34 37 0

第６回　 令和６年１０月２５日、１０月２９日

44 49 15 28

第７回　 令和６年１１月１９日、１１月２９日

14 16 0

50 55 24 11

第８回　 令和６年１２月１０日、１２月１３日

28 29 0

第９回　 令和７年１月２４日、１月２８日

24 26 0

第10回　 令和７年２月２５日、２月２８日

23 29 0

347 384 55 39

全体合計

注）新規については、『今年度新規』の件数を計上（今年度以前に参加経験のある家族も含まれる）

オリエンテーション、ひきこもりの基礎的知識を学ぶ

ひきこもり経験者の体験談①

親同士が語り合う～父の思い～

会場：家庭支援総合センター、キャンパスプラザ京都
延

さまざまな価値観に触れる～相談支援事業所の実践～

認知行動療法の実践

ひきこもり経験者の体験談②

プチ・ライフプランセミナー

コミュニケーション力を高める

続・コミュニケーションを考える

今年度の振り返り、まとめ

　計

延　347家族　423人　　／　　新規55家族

ライフプランセミナー
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＜北部＞ 
 

 

新規 参加者

家族数 人数 （家族数のみ） （家族以外）

第１回　 令和6年6月20日

5 5 0 3

第２回　 令和6年8月22日

7 8 1 4

第３回　 令和6年10月17日

4 5 0 3

第４回　 令和6年12月12日

6 7 1 2

第5回　 令和7年3月13日

6 6 4 11

28 31 6 23

全体合計

注）新規については、『今年度新規』の件数を計上（今年度以前に参加経験のある家族も含まれる）

ひきこもり経験者から学ぶ～当事者の思い～

　計

延　28家族　54人　　／　　新規6家族

さまざまな価値観に触れる～臨床心理士から見た、ひきこ
もり支援の実際～

支援事例から学ぶ

プチ・ライフプランセミナー

会場：中丹広域振興局舞鶴総合庁舎、市民交流プラザふくちやま
延

オリエンテーション、ひきこもりの基礎的知識を学ぶ
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第７部 児童虐待・ＤＶ被害者支援の業務 

 

１ 業務内容 

  地域生活に不安があると思われる児童養護施設等退所者やＤＶ被害者及びその同

伴児童に対して、地域で安定した生活が継続して営めるように関係機関と連携を図

りながら横断的、継続的な支援、「寄り添い型家庭支援事業」を実施している。 

また、虐待を繰り返してしまう保護者に対し、再発防止のための教育、支援プログ

ラムを実施するとともに、関係者等を対象とした研修、啓発事業を実施した。  

  さらに「家庭的養護の推進に向けた京都府推進計画」に基づき、里親の確保や制

度の普及啓発に取り組んだ。 

 

（１） 児童養護施設等退所者への支援 

  ア 個別支援 

   虐待等により児童養護施設等に入所した者で、就職等により施設を退所した後

も、様々な理由で、家庭に戻れず単身生活を始める者に対して、安定した生活が

送れるよう個別支援を行った。 

・令和６年度 支援対象者 ６２名（うち支援者数 ６２名） 

 

  イ 居場所の提供 

委託先：アフターケアの会メヌエット（代表 安保千秋） 

平成 27 年度から京都市内の事務所等で退所者の交流等を目的としたイベント

や相談支援を実施。 

・サロンドツキイチ（月に一度、居場所事務所等での食事会）開催（開催数１

２回、延５１名） 

 

ウ ニュースレターの送付等 

      活動内容の紹介、退所者とのつながりを目的にニュースレターを年２回発行 

 

 

（２） ＤＶ被害者等への支援 

  ア ＤＶ被害者への支援 

      一時保護所に入所したＤＶ被害者等に対して、女性相談部門と連携し、地域で

の生活が安定、定着できるように支援を行った。 

   ・令和６年度 支援者数 ５名 

 

  イ ＤＶ被害者の同伴児童への支援 

      一時保護所に入所したＤＶ被害者等の同伴児童に対して、行動観察等を実施す

るとともに必要に応じて心理検査等を実施するなど、退所児童が新しい地域で安

定した生活が送れるように支援を行った。 

   ・令和６年度 支援者数 ３５名（乳幼児１９名、就学児１６名） 
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（３） 保護者支援 

  ア 虐待を繰り返す（おそれのある）保護者への教育・支援 

      要保護児童対策地域協議会、各センターで指導中の保護者等を中心に虐待を繰

り返さない、よりよい家族関係が築けるよう教育、支援事業を行った。 

① MY TREE ペアレンツ・プログラム（虐待をしてしまう保護者の支援プログラ

ム） 

 

 

② 寄り添いカウンセリング（虐待をしてしまう保護者対象のカウンセリング） 

実施期間等 場所 参加者 

通年月１～２回 
家庭支援総合センター 

田辺総合庁舎  
実 19 名（延 75 名） 

通年２か月に１回 宇治市役所 実 5 名（延 12 名） 

通年月１回 綾部総合庁舎 実 3 名（延 12 名） 

 

③ トリプル P（育児スキルがないために虐待してしまう保護者の集中トレーニング） 

実施回数 場所 参加者 

7 回 

（令和 6 年 7 月 5 日 

～8 月 23 日） 

木津総合庁舎 実 7 名 

１回 

（令和 7 年 2 月 21 日） 家庭支援総合センター 実 1 名 

（４） 里親制度の普及啓発、里親支援 

   里親登録希望者等への研修を実施するとともに、里親委託推進、広報啓発、里

親の登録台帳管理、里親会事務局として関係者の連絡調整等を行った。 

  

里親研修 

・基礎研修  5/18（参加者 8 組 16 名）、10/26、30（参加者 9 組 15 名）   

・登録前研修 6/1、2（参加者 7 組 14 名） 

11/16、17 (参加者 9 組 15 名) 

・更新研修  9/29、10/5（参加者 16 組 30 名） 

 

里親広報 

・オンライン里親相談会 9 回 

・亀岡福祉まつりでの相談会開催 

・ワンラブキャンペーン（10/4）でのチラシ配布 

・京都府里親会、府民交流会での啓発 

 

 実施回数 場所 出席者 

プログラム 

（セッショ

ン・面接・

同窓会） 

22 回 

（令和 6 年 9 月 26 日 

～令和 7 年 3 月 7 日） 

乙訓総合庁舎 実 9 名 

事業報告会 4 回 

乙訓総合庁舎 

長岡京市役所 

宇治児童相談所（京

田辺支所） 

 13 名 
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退所 

・面接 

・ 行動観察 （同伴児

童） 

児童養護施設 等 

 

 

連携 

退所 

個別支援 

連携 

連携 

 

居場所 

（支援対象者のうち希望者が集っての 

交流や相談支援事業を中心とした居場

所） 

 

単身生活 

（学生生活・就労等） 

 

 

支援フロー図（寄り添い型家庭支援事業） 

 

DV 被害者・同伴児児童支援事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設退所者支援事業 

 

 

 

 

 

 

児童虐待・DV 被害者

支援チーム 

母子生活支援施設 

自宅 

  児童相談所 等 

一時保護所 

 

 
DV 被害者・同伴児

童童童 

 

支援対象者 

 

児童虐待・DV 被害者

支援チーム 
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第８部 非行少年等立ち直り支援の業務 
 

 

１ 業務内容 
   非行等の問題を抱える少年に対し、学校や警察、家庭裁判所等幅広い関係機関と連携して、  

支援プログラムを作成、様々な体験活動等を通じた立ち直り支援及び地域の民間支援団体等

と連携した居場所（ユース・コミュニティ）づくり 

    

 

（１）寄り添い型支援（関係機関から紹介を受けた少年への支援） 
 

  ア 対象とする少年 

     学校や警察、児童相談所等の関係機関から紹介を受けた、概ね中学生から成人に至る     

までの少年及びその保護者 

 

  イ  支 援 内 容 

     支援コーディネーターを中心に、非行の要因を検証するためのケース会議を関係機関と   

連携して開催、少年一人ひとりに適した支援プログラムを作成し、体験活動等を通じて立

ち直りを支援 

 

  ウ  支援プログラム 

（ア） 基本プログラム：支援コーディネーターによる継続的な面談、見守り 

（イ） 体験活動プログラム：介護・保育、ボランティア、農作業、スポーツ、音楽 等 

（ウ） 就学支援プログラム：学習支援、登校・進学、編入資格、高卒資格取得支援 等     

（エ） 就労支援プログラム：職業基礎能力の習得、就労体験、就職相談 等 

（オ） 家庭支援プログラム：保護者面談、カウンセリング、地域活動参加 等 

 

 

（２）家庭裁判所係属中少年への支援 
 

   ア  対象とする少年 

        家庭裁判所に送致され係属中で、非行が比較的軽微又は試験観察中の少年 

 

    イ  支 援 内 容 

     社会貢献活動や地域住民との対話等を通じて自己を振り返り、地域社会の一員としての    

自覚を認識させることにより再非行防止を図る 

 

    ウ  支援プログラム（立ち直り支援地域力活用プログラム）※プログラムはすべて非公開で

実施 

    (ア) 非行が比較的軽微な少年（社会貢献活動への参加） 

      地域のＮＰＯやボランティア団体が実施する清掃活動等に参加 

   (イ) 試験観察中の少年（地域住民との対話等）    

      社会貢献活動に加え、地域団体の代表者等との対話等を実施（対象少年の状況に応じ、   

家庭裁判所との個別調整により支援内容を決定） 
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（３）少年非行防止のための「ユース・コミュニティ」づくり応援事業 

（平成 26 年度～） 
 

   ア  対象とする少年 

  家庭や学校に居場所がなく、非行等の課題を抱える、概ね中学生から成人に至るまでの

少年 

 

    イ  支 援 内 容 

対象少年たちの居場所を設置し、支援プログラムにより、自分の居場所や役割、存在

価値を見いだすことにより非行･再非行の防止を図る 

※地域で活動する民間団体に委託し、府内２箇所に設置 

（令和６年度） 

京都市・乙訓地域 乙訓少年支援の会「ひまわり」 

山城地域 京都南部少年少女自立支援の会「青空」 

 

 

    ウ  支援プログラム 

少年の悩み相談や学習支援、体験活動等 

 

 

２ 業務実績 

（１） 支援人数                        （人） 

年度 ２９ ３０ R01 R02 R03 R04 R05 R06 

寄り添い

型支援 

   ６７    ６４ ５４ ４０ ４０ ２０ ３１ ２９ 

家庭裁判

所係属中 

少年への

支援 

   ５８    ３７ ４５ ４６ ５０ ３７ ３１ ４０ 

計   １２５   １０１ ９９ ８６ ９０ ５７ ６２ ６９ 

ユース・コ

ミュニティ

（延べ参

加人数） 

２，１３４ ２，１９２ １，７７０ １，６２０ １，３５２ １，０８８ ９７６ 

 

９５６ 
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（２）関係機関との連携 
関係機関が一体となったネットワーク体制を構築し、より効果的な立ち直り支援を行う

ため「非行少年等立ち直り支援ネットワーク推進会議」を設置し、情報共有や意見交換を

実施（令和６年度開催状況：１回開催） 

 

 

 

 

 

支援フロー（寄り添い型支援） 
 

 


